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ear Lightwave Network が提案されているo この場合，、簡素化のためにコネクション設定を行う経路以外のリンク
に信号が伝達され， コネクション設定のためには，さらに新たな制約を考慮せねばならない。本研究では代表的な 4
種類の光交換ネットワーク，すなわち，波長変換の許されないネットワーク，波長変換の範囲に制限のあるネットワー


















呼損率減少に有効な First- Fit 波長割当方式を扱える解析手法を提案し，その性能を明らかにしている O
さらに，将来的に波長変換が可能になったとしても，コスト高と予測される波長変換機能をもっノード数を制限す
るのが現実的であると考え，波長変換ノード数に制限があるネットワークにおいて波長変換ノードの配置とエンドノー
ド間の経路の選択による呼損率最小化問題を検討している O すべての組み合わせの呼損率を調べるのはネットワーク
が大規模になる場合現実的ではないため，計算時間を短縮でき，かっ，呼損率の減少が可能なアルゴリズムを提案し，
その妥当性の検証を行っている。
最後に，波長変換を行わないネットワークをより簡素化したLLN 方式の特性に着目し，マルチキャスト通信に有
効な経路制御方式を提案している o 提案方式により，呼損率の改善と端末間の呼損率の面での公平s性の実現が可能に
なること，簡素化の程度により適切な方式が異なることをシミュレーションにより示している。
以上のように，本論文は代表的な光交換ネットワークにおいて，それぞれ経路制御方式を提案し，それらの方式が
有効であることを示しており，今後の光交換ネットワークの実現に大いに寄与するものと考える。よって博士(工学)
の学位論文として価値あるものと認めるo
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